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(

-

）

 

本
稿
は
後
漠
の
趙
岐
の
「
孟
子
章
指
（
お
よ
び
篇
紋
）
」
に
対
す
る
輯

侠
作
業
を
素
描
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
孟
子
章
指
」
と
は
、
趙
岐
が
『
孟
子
章
句
』
を
著
す
際
、
『
孟
子
』

各
章
の
最
後
に
そ
の
章
の
要
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
孟
子

章
指
」
は
書
名
で
は
な
く
、
本
来
『
孟
子
章
句
』
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の

「
章
指
」
は
ほ
と
ん
ど
が
四
字
句
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
句
末
は
し
ば
し

ば
押
韻
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
章
指
」
は
塘
か
ら
南
宋
ま
で
の
間
に
剛
去
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
銭
大
祈
(
-
七
二
八
ー
一
八

0
四
）
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

南
宋
の
後
、
偶
『
正
義
』
出
づ
。
名
を
孫
穴
撰
す
る
所
に
託
し
て
、

盛
く
「
章
指
」
の
正
文
を
剛
り
、
初
ほ
其
の
語
を
剰
掠
し
て
「
正
義
」

に
散
入
す
。
明
の
國
子
監
、
『
十
三
鰹
』
を
刊
す
る
と
き
、
此
の
本

を
承
用
し
、
世
遂
に
復
た
趙
岐
の
元
本
を
見
ざ
る
な
り
。
(
『
+

駕
齋
旋
新
録
』
巻
三
「
孟
子
章
指
」
）

偽
孫
戎
撰
『
孟
子
正
義
』
を
見
る
と
、
確
か
に
、
剛
ら
れ
た
「
章
指
」
が

趙

岐

撰

『
孟
子

旨
』
↓
 

の
輯
侠

「
疏
」
の
冒
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
小
林
俊

雄
氏
の
「
広
島
大
学
蔵
殿
版
注
疏
の
校
字
に
就
い
て
」
（
廣
島
支
那
學
會

『
支
那
學
研
究
』
―
―
•
一
九
五
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
「
常
指
」
全
文
が

各
章
疏
首
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
「
忍
早
指
」
最
初
の
数
句

を
「
疏
」
首
に
組
み
こ
み
、
残
り
の
「
章
指
」
に
改
飯
を
施
し
て
「
注
」

中
に
組
み
こ
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

さ
て
、
誰
が
「
章
指
」
を
剛
っ
た
か
に
つ
い
て
は
三
説
あ
る
。

り
、
陸
善
経
（
暦
初
の
人
）
説

⇔
、
『
偽
孫
疏
』
作
者
説

伺
、
『
偽
孫
疏
』
校
刊
者
説

0
の
陸
善
経
説
は
、
銭
大
所
が
前
掲
『
十
駕
齋
投
新
録
』
の
続
き
に

『
崇
文
継
目
』
を
引
い
て
述
べ
て
い
る
。

考
ふ
る
に
、
『
崇
文
総
目
』
陸
善
鰹
注
『
孟
子
』
七
巻
を
載
せ
、

稲
す
ら
く
、
善
鰹
趙
岐
が
「
章
指
」
と
其
の
「
注
」
の
繁
重
な
る

者
と
を
剛
去
し
て
、
復
た
七
篇
と
為
す
と
。
『
文
獣
通
考
』
に
見
ゆ
。

是
れ
「
章
指
」
を
剛
去
す
る
は
善
紐
に
始
ま
る
な
り
。
部
武
の
士
人

杉

山

也

(15) 
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『
疏
』
を
作
る
や
、
蓋
し
善
経
本
を
用
ふ
る
な
ら
ん
。

旋
新
録
』
巻
三
「
孟
子
章
指
」
）

つ
ま
り
、
「
章
指
」
を
剛
っ
た
の
は
陸
善
鰹
で
あ
り
郡
武
（
福
建
省
）
の

士
人
（
朱
煮
が
言
う
『
偽
孫
疏
』
作
者
）
が
其
の
陸
善
純
本
を
底
本
に
し

て
『
疏
』
を
作
っ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

⇔
の
『
偽
孫
疏
』
作
者
説
は
、
腺
文
弼
な
ど
が
唱
え
て
い
る
。
腺
文
弼

（
一
七
一
七
ー
一
七
九
六
）
は
、

孫
宣
公
（
孫
大
の
謡
）
『
孟
子
疏
』
を
偽
作
せ
る
者
、
其
の
〔
「
章

い
へ
ど

指
」
の
〕
文
を
掠
取
し
て
「
疏
」
首
に
入
る
と
自
も
、
又
全
く
は
載

す
る
能
は
ず
し
て
更
易
す
る
所
多
し
。
（
『
抱
続
堂
文
集
』
巻
二

「
孟
子
章
指
序
」
）

と
述
べ
て
い
る
。
孫
志
祖
(
-
七
三
七
ー
一
八
0
-
）
や
玩
元
（
一
七
六

四
ー
一
八
四
九
）
な
ど
も
同
説
で
あ
る
。

伺
の
『
偽
孫
疏
』
校
刊
者
説
は
、
孔
緞
涵
な
ど
が
言
っ
て
い
る
。
孔
椴

涵
本
『
孟
子
趙
註
』
序
に
、

「
章
指
」
の
亡
ぶ
は
、
校
刊
者
の
自
用
（
独
善
）
に
果
〔
断
〕
な
る

に
由
る
の
み
。
（
『
湖
悔
文
他
』
巻
ニ
―
「
孟
子
趙
註
序
」
）

と
あ
る
。
『
偽
孫
疏
』
で
は
「
章
指
」
と
い
う
出
拠
を
明
記
せ
ず
に
引
用

さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
「
注
疏
」
と
い
う
形
態
で
校
刊
し
た
者
が
、
そ

れ
を
知
ら
ず
に
独
善
的
に
「
章
指
」
を
削
っ
た
の
だ
、
と
す
る
説
の
よ
う

で
あ
る
。
小
林
俊
雄
氏
の
前
引
論
文
も
、
校
刊
者
胴
去
説
を
採
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
朱
烈
の
『
孟
子
集
注
』
や
、
（
偽
）
孫
穴
『
孟
子
正

義
』
が
蒋
重
さ
れ
広
く
行
わ
れ
る
に
つ
れ
、
趙
岐
の
「
窪
指
」
は
、
「
篇

（
『
十
駕
齋

叙
（
趙
岐
の
祓
）
」
と
と
も
に
世
人
に
知
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
明
か
ら
清
の
書
誌
学
者
が
こ
の
事
実
に
気
づ
き
、
「
章
指
」

及
び
「
篇
紋
」
の
輯
侠
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

（二）

現
存
す
る
「
章
指
」
を
備
え
た
主
要
刊
本
の
淵
源
及
び
所
蔵
過
程
に
つ

い
て
一
瞥
す
る
。

(
a
)
宋
大
字
木

『
四
部
叢
刊
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
趙
岐
『
孟
子
章
句
』
の
最
菩
本

と
い
わ
れ
る
版
本
で
あ
る
。
小
林
俊
雄
氏
の
「
四
部
叢
刊
本
孟
子
源
流
考
」

（
脱
島
支
那
學
會
『
支
那
學
研
究
』
二
四
・
ニ
五
合
併
披
•
一
九
六
0
年
）

に
よ
る
と
、
こ
の
本
は
、
北
宋
の
真
宗
の
大
中
祥
符
七
年
(
1
0
―
四
）

國
子
監
本
系
統
で
あ
り
、
こ
の
版
本
自
体
は
南
宋
の
孝
宗
間
（
一
―
六
五

|
-
―
八
九
）
、
ま
た
は
光
宗
間
（
一
―
八
九
ー
一
―
九
四
）
に
刊
行
さ

れ
た
翻
刻
本
（
覆
北
宋
本
）
と
い
う
の
が
通
説
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
元
の
至
正
年
間
(
-
三
四
一
ー
一
三
六
七
）
に
松
江
の
悩
学

官
の
書
籍
と
な
り
、
明
代
に
は
李
開
先
（
一
五
0
1
|
―
五
六
八
）
の
蔵

書
と
な
る
。
彼
は
「
性
書
を
菩
ふ
る
を
好
み
、
李
氏
蔵
書
の
名
天
下

に
間
こ
ゆ
」
（
『
明
史
』
巻
二
八
七
）
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
蔵
忠
家
で
、

宋
大
字
本
は
序
祓
や
題
識
に
「
窪
丘
李
氏
蔵
北
宋
蜀
大
字
本
」
と
し
て
し

ば
し
ば
現
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
明
末
か
ら
清
初
に
か
け
て
梁
柄
標
（
一
六
二
0
|
―
六
九
一
）

の
蔵
告
と
な
る
。
こ
の
時
期
に
毛
兵
（
一
六
四
0
|
？
)
や
何
姉
（
一
六

(16) 
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六
一
ー
一
七
二
二
）
な
ど
の
書
誌
学
者
達
が
、
こ
の
本
に
基
づ
い
て
校
録

し
た
り
影
紗
し
た
り
し
た
よ
う
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
高
稲
智
氏
「
「
韓
本
」
孟
子
趙
注
に
つ
い
て
」
（
『
汲
古
』

―
ニ
・
一
九
八
七
年
）
は
、
「
梁
氏
蔵
宋
本
と
李
氏
蔵
宋
本
と
は
同
じ
で

は
あ
り
得
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
小
林
俊
雄
氏
が
「
清
家
本
孟
子
テ

キ
ス
ト
考
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
三
一
・
一
九
七
九
年
）
注
⑫
な
ど

で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
同
一
の
書
籍
と
考
え
る
方
が
妥
当
な

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

続
い
て
梁
清
標
の
孫
の
梁
用
梅
の
書
架
に
移
っ
た
。
孔
椴
涵
（
一
七
三

九
ー
一
七
八
三
）
は
、
彼
か
ら
こ
の
書
を
借
り
よ
う
と
し
た
が
、
借
り
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
王
國
維
「
内
府
蔵
宋
大

字
本
孟
子
跛
」
（
『
観
堂
別
集
』
巻
三
）
に
拠
る
と
、
乾
隆
中
、
四
庫
全

書
館
を
開
く
時
に
梁
氏
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
、
内
府
に
入
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
著
録
は
さ
れ
ず
、
『
四
庫
全
書
総
目
』
に
も
見
え
て
い
な

い
。
こ
の
後
、
一
九
一
九
年
に
上
悔
涵
芥
棲
が
借
り
出
し
て
縮
印
し
た
も

の
が
『
四
部
叢
刊
』
に
収
め
ら
れ
、
さ
ら
に
一
九
二
三
年
、
同
じ
く
涵
芥

棲
が
影
印
し
た
も
の
が
『
績
古
逸
叢
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
書
が
現
在
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
孟
森

（
一
八
六
八
ー
一
九
三
七
）
が
一
九
三
五
年
に
「
宋
漿
大
字
本
孟
子
校
記
」

（
「
國
立
北
平
繭
書
館
館
刊
」
第
九
巻
第
四
琥
•
第
五
琥
•
一
九
三
五
年
）

を
著
し
て
お
り
、
少
く
と
も
そ
の
こ
ろ
ま
で
は
（
恐
ら
く
國
立
北
平
園
書

館
に
）
現
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

れ
う
え
い
ち
ゅ
う

(
b
)
元
旺
郡
重
刊
膠
螢
中
世
採
堂
本

世
採
堂
は
、
磨
螢
中
の
書
室
名
で
あ
る
。
彼
の
生
没
年
は
未
詳
だ
が
、

南
宋
の
買
似
道
(
―
ニ
ニ
―
-
|
―
二
七
五
）
の
客
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

彦
螢
中
が
刊
行
し
た
宋
本
を
元
代
に
旺
郡
に
お
い
て
重
刊
し
た
版
本
で
あ

る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
一
九
八
五
年
に
台
北
の

故
宮
博
物
院
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
『
景
印
元
覆
宋
世
採
堂
本
孟
子
趙

注
』
の
昌
彼
得
氏
の
跛
に
拠
る
と
、
こ
の
書
は
毛
晉
(
-
五
九
九
ー
一
六

五
九
）
、
毛
兵
（
一
六
四
〇
ー
？
）
の
旧
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
劉
建
国
『
中
国
哲
学
史
史
料
学
概
要
』
（
吉
林
人
民
出
版
社
・
一
九

八
三
年
）
に
拠
る
と
、
一
九
三
二
年
に
北
京
の
故
宮
縛
物
院
に
よ
っ
て
影

印
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
は
『
天
禄
琳
眼
叢
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
一
九
八
五
年
に
台
北
故
宮
縛
物
院
に
よ
っ
て
影
印
さ
れ
、

現
在
も
故
宮
拇
物
院
が
所
蔵
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
元
毅
宋
世
採
堂
本

『
孟
子
趙
注
』
と
し
て
は
、
故
宮
縛
物
院
に
こ
の
一
峡
が
残
っ
て
い
る
だ

け
だ
と
い
う
。

(
C
)
そ
の
他

そ
の
他
に
は
、
山
井
鼎
（
一
六
八
―
|
―
七
二
八
）
が
『
七
鰹
孟
子

考
文
拉
補
遣
』
を
著
す
際
に
参
照
し
た
足
利
本
系
統
の
本
が
足
利
學
校
遺

蹟
闘
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
吉
石
庵
叢
書
』
（
『
羅
雪
堂

先
生
全
集
』
）
初
編
所
収
）
に
影
写
さ
れ
て
い
る
、
日
本
南
北
刺
覆
宋
小

字
本
『
音
注
孟
子
』
も
、
東
洋
文
庫
や
大
東
急
記
念
文
庫
な
ど
に
現
存
し

て
い
る
。

(17) 
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玩元(1764-1849)校勘
—一 「孟子注疏校勘記」

（三）

「
章
指
」
輯
侠
に
は
、
以
上
に
述
べ
た
諸
本
の
他
に
も
参
照
し
て
い
る

版
本
・
紗
本
が
あ
る
が
、
主
要
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
や
は
り
(
a
)
宋
大

字
本
と
(
b
)
元
覆
宋
世
採
堂
本
と
の
二
本
、
あ
る
い
は
そ
の
二
本
か
ら
の

校
録
本
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

(
a
)
本
(
b
)
本
の
伝
来
と
、
明
清
諸
家
の
輯
侠
過
程
を
図
式

化
す
る
と
本
稿
末
尾
に
置
く
図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
（
呉

寛
が
い
か
な
る
本
か
ら
校
録
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
）
、
何
綽
‘

何
燻
、
毛
兵
、
恵
棟
ら
が
依
拠
し
て
い
る
本
は
、
主
と
し
て

(
a
)
本
と

(
b
)
本
と
で
あ
る
こ
と
が
言
え
よ
う
。

最
後
に
、
周
廣
業
（
一
七
三
0

|
―
七
九
八
）
の
輯
侠
作
業
を
挙
げ
る
。

焦
循
（
一
七
六
三
ー
一
八
二

O
)
の
『
孟
子
正
義
』
の
場
合
、
経
注
の
底

本
と
し
て
は
孔
椴
涵
本
を
採
用
し
て
い
る
が
、
「
章
指
」
の
底
本
と
し
て

周
艇
業
の
『
孟
子
章
指
考
證
』
ま
た
は
『
疏
證
孟
子
章
指
』
と
い
わ
れ
る

も
の
を
採
用
し
て
い
る
。
焦
循
は
「
章
指
」
の
疏
の
中
で
し
ば
し
ば
こ
の

書
を
引
用
し
て
お
り
、
「
孟
子
章
指
」
の
研
究
に
は
非
常
に
重
要
な
著
作

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
未
見
で
あ
る
。
本
田
梢
氏
の
「
趙
岐
『
孟
子
蹴
句
』

に
つ
い
て
」
（
『
池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
東
洋
學
論
集
』
・
一
九
八
〇

年
）
が
「
章
指
」
を
引
く
際
に
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
周
廣
業

が
宋
本
か
ら
「
章
指
」
を
校
録
し
た
と
い
う
記
録
は
い
く
つ
か
あ
り
（
清

の
呉
壽
喝
『
拝
続
棲
蔵
書
題
跛
記
附
録
』
巻
一
や
、
『
上
海
岡
書
館
善
本

書
目
』
巻
一
な
ど
）
、
彼
は
そ
れ
を
も
と
に
し
て
『
孟
子
章
指
考
證
』
を

著
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(18) 
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区(a)宋大字本—元至正(1341-1367)-李開先(1501- 梁消標(1620-—梁用梅ー消内府蔵ー？
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三

了：字三三::;:ロニ/―何姉(1661-1722)校録
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